
1 

 

第３回浦安市自立支援協議会 議事要旨 

 

○「障がい」の表記について 

法律名、団体名等固有の名称を除き「障害」は「障がい」と、「害」を「がい」とひらが

な表記します。 

（例）障がい者福祉センター、身体障がい者福祉センター など 

○委員名の表記について 

障がい当事者あるいはそのご家族である委員のプライバシーの保護の観点から、また、委

員は団体等を代表としてご参加いただいていることから、発言者の名称には、団体名等を掲

載します。 

 

 

１．開催日時 令和５年 11 月９日（木） 15：15～16：00 

 

２．開催場所 東野パティオ ２階 会議室３・４（オンラインと併用） 

 

３．出席団体名 

和洋女子大学（会長）、社会福祉法人パーソナル・アシスタンスとも（副会長他１名） 

浦安手をつなぐ親の会、浦安市視覚障害者の会トパーズクラブ 

浦安市聴覚障害者協会、社会福祉法人敬心福祉会（２名）、社会福祉法人佑啓会 

社会福祉法人千楽、労働者協同組合ワーカーズコープ・センター事業団 

社会福祉法人なゆた、株式会社徳正、株式会社舞浜コーポレーション 

浦安市社会福祉協議会、中核地域生活支援センターくらっち、千葉県立市川特別支援学

校、福祉部、こども発達センター 

 

４．議事 

（１）部会活動報告 

 

５．資料 

議題 1資料   部会活動報告 

（当日資料）  合同部会チラシ 

（当日資料）  障がい者アート展チラシ 
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６．議事 

（１）部会活動報告 

各部会のリーダーまたはサブリーダーより第２回の報告を行った。委員からの意見は次のとおり。 

 

＜こども部会について＞ 

中核地域生活支援センターくらっち：こども部会に関連して参考情報で千葉県の取り組みが始ま

っているため、共有させていただきます。 

千葉県で今年度からヤングケアラーの支援体制構築事業ということで、市川市に本部のある「ダ

イバーシティ工房」というＮＰＯが相談事業を受託して、ヤングケアラーの総合相談事業を始め

ております。我々もいろいろ連携をさせていただいておりますので、よろしければ委員の皆様に

もチラシとかリーフレット等をお届けできればと思います。よろしくお願いいたします。 

 

会長：千葉県で始めたということですね。相談がどんどんくるような感じですか。 

 

中核地域生活支援センターくらっち：ＬＩＮＥ相談でまだ数件やりとりしている程度ですが、ヤ

ングケアラーについての勉強会、研修会にも講師として行ったりもできます。 

 

会長：そういう取り組みも少しずつ広げていくことが必要なのかなと思いました。 

 

浦安市社会福祉協議会：昨年度だと思いますが、教育委員会の方でヤングケアラーの実態調査ア

ンケートを実施されたと思うのですが、結果は公表されたのでしょうか。 

 

こども発達センター：アンケート結果については、浦安市のホームページに公表されております。 

結果について私が詳細に記憶していればよかったのですが、そこはホームページを確認していた

だけるとありがたいです。 

 

会長：医療的ケア児を受け入れてくれるショートステイに関して言うと、どこの市も苦労なさっ

ていると思います。一つの方策としては、浦安の状況がどうか分からないですが、老健施設に障

がい児の短期入所の指定をとってもらう。医療機関のため看護師さんとかもいらっしゃいますの

で、そういったところで医療型ショートをやるという手もあると聞いたことがあったので、色々

な方策を模索して、一つでも増やして行かなければいけないと思いました。 

医ケア児を抱えるご家族、特にお母さんが中心になると思うのですが、様々な関係機関と自分の

子どもについて的確に状況をお伝えするというのも、言語化が難しいだろうなと思っています。

そのために相談支援がついていて、そこをお手伝いするはずだと思うのですが、いかんせん、そ

こは先ほどの障がい者福祉計画の話にもありましたが、相談支援の人材が少ないという堂々巡り

の話になってしまうのですが、複雑な障がいになればなるほど、相談支援専門員の知識やスキル

を上げていかなければいけないだろうと思いました。 
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＜就労支援部会について＞ 

中核地域生活支援センターくらっち：福祉的就労と一般就労の併用を上手に利用することについ

て、どんなことが可能なのかを具体的に教えていただきたいと思っております。 

 

労働者協同組合ワーカーズコープ・センター事業団：併用で実際にあった就労支援センターの事

例では、一般就労されていたけれども、企業の方で休職状態に入る期間があり、その中で生活リ

ズムを崩したくないということで就労継続支援Ｂ型を休職期間中に利用した例もあります。 

市内でもＢ型等の併用は結構されているところが多いので、今後一般就労において、短時間の就

労というのが可能になったり、枠組みが変わってきた時に、そこからステップアップして行く上

で、Ｂ型の就労で、日中活動の時間を延ばす訓練をしつつ、一般就労の時間を伸ばしてくような、

そういった活用法も今後増えていくのではないかという話も出てきております。 

また、就労継続支援Ａ型で短時間、週３日というような、柔軟な就労の形態も出てきているので、

そういったところとＢ型の併用をしたり、様々な可能性は広がっていくかと思います。 

あと現実的ではないかと思いますが、週 40 時間の枠組みの中で、福祉的就労で時間がまだある時

間帯で、夕方から始めるＢ型とか、そういったものができてくれば、色々な併用の方法はあるの

ではないか。あとは、資源がどれだけ広がっていくかになるかと思います。 

 

会長：私もその話をお聞きして、一般就労したら完全に福祉から切れて、一般就労に移行すると

いうよりは、若干ののりしろを残しながら、一般就労でやっていることを踏まえて、Ｂ型なりＡ

型の訓練的な要素も入れながら。そうでなくても急激な環境変化が苦手な方も多い中で、福祉的

就労も残しながら同時にやっていくのがいいなと思いました。 

そういう取り組みが増えると、定着にもつながっていくのかなと思います。 

 

浦安手をつなぐ親の会：これは要望といいますかお願いになるのですが、親の会の会員から「浦

安はたらく場福祉マップ」について、ぜひ欲しいという要望があるのですが、今パソコンでダウ

ンロードしてくださいというご案内になっているようで、私どもの会員も、パソコンが使いこな

せない方も結構いらっしゃるので、ぜひ希望者には配布をいただけるように、対応頂けないか。

例えば市役所に行けばそれをコピーいただけると、そういう対応をご検討いただけると大変あり

がたいという話がございましたので、ぜひご検討いただければと思います。 

 

事務局：はたらく場のマップについては、親の会でご希望される方の部数を用意して、配布させ

ていただきます。 

 

浦安手をつなぐ親の会：ありがとうございます。大変助かります。ただ、頻繁に更新されている

ということなので、我々も努力したいと思うのですが、また新しい情報があれば、適宜いただけ

ると。難しいと思うのですが、それも含めてお願いできればと思います。 
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会長：議題４では、重度障がい者の就労あるいは高次脳機能障がいの専門職、専門的な支援の不

足は事例を積み重ねていって、どういう工夫が有効だったというようなノウハウを蓄積していか

ないと育っていかないのかなという気もしておりますので、今後、そういう事例が出てきたら、

この場でも報告いただければと思っております。 

よろしくお願いいたします。 

 

＜地域生活支援部会について＞ 

会長：地域生活支援部会には精神当事者とか親の会の方はいらっしゃるんですか。 

 

社会福祉法人佑啓会：両方いらっしゃいます。 

 

会長：どうしても他市の資源に依存せざるを得ないという難しさがあるんでしょうかね。 

課題の洗い出しとしてはできつつある一方、対応の方が追い付いて行かないというところですね。 

 

浦安手をつなぐ親の会：こちらの内容について質問ですが、精神障がいに特化したグループホー

ム、なかなか無いのかなと思いますが、どういう精神障がいを想定されているのかお聞きしたい

と思いまして。私、色々精神障がいの方たちのお世話をしているのですが。統合失調症の方が、

人数的に多いのかなと思うのですが、それも一人一人、症状が違うので、その人たちを一か所に

集めて、共同生活をするイメージがしにくいんですけども。どういうイメージでおっしゃってい

るか興味がありまして、お聞きしたいと思います。 

 

社会福祉法人佑啓会：精神障がいの方も様々な病状があったり、病気があったりすると思います。

一つ言えば、例えば精神疾患等で入院されている方が地域に帰っていくためのプログラムをどう

するか。また、プログラムだけではなくて、受け皿のシステムを作っていかなければいけないと

いうイメージを持っていただくと、一番わかりやすいのかなと思います。確かに統合失調症の方

は肌感としては一番多いのかなと思うのですが、そういった方々を対象にしていると思っていた

だければいいかなと思います。 

 

会長：私から補足で、精神障がいの方、基本的にはグループホームでお住まいになるよりは、一

人暮らしの形に落ち着かれる方のほうが多いんだろうと思います。とは言え、統合失調症、躁う

つなどの陽性症状が出るパターンで、支援がないと住み続けるには難しい方も中にはおられます。

そこで、訓練的な要素も含めながら、グループホームで暮らしの訓練をしつつ、一人暮らしに移

行される方もいらっしゃいます。そんなイメージで精神障がい者のグループホームを私は理解し

ておりました。 

 

浦安手をつなぐ親の会：ありがとうございます。親の会のメンバーにはそういう方いらっしゃら

ないのですが、確かにうつ病などで日々の生活自体が難しいということで、何らかのお世話を希
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望される方はいらっしゃるかなと思います。あとは、精神的に一人で住むのが不安だというよう

な方もおられて、何かあった時に誰か頼れる人がいるところで暮らしたいという方もいると思い

ますので、そういう方を支えられる場所という意味ではあるのかなと思いました。 

 

会長：そこに一定の専門性が必要というところを合わせて、共有しておきたいと思います。 

 

＜権利擁護部会について＞ 

会長：いよいよ 8050 問題の対応についてのグループワークに入ってきました。特に支援に繋がっ

ていない引きこもりの 50側の支援の介入が難しいといった意見が、どのグループからも出ていた

のかなと思います。これに関して通常の計画相談などが入れない状況の中で、委託費で運営をし

ている半公的な機関、基幹相談もそうですが、場合によっては中核地域生活支援センターとか、

生活困窮者自立支援相談、そういった委託費で運営してるところが細く長く繋がっていきつつ、

タイミングを待ちながら繋がっていくということが必要なんだろうと思うので、総合相談窓口が

連携しながら見守っていくことがこの 8050 の支援に非常に重要なことになっていくのかなと思

いました。 

 

浦安手をつなぐ親の会：病院の対応で合理的配慮に疑問があったということですが、親の会の意

見として、どうしても順番待ちをしなくてはいけない状況が多いのですが、その際に、なかなか

待てない障がいのあるお子さんとかを、一緒に病院に親が連れて行くんです。その親が、ほかの

方にも迷惑かけているんじゃないかということで、非常に気持ち的につらいという意見がありま

す。この辺なんとかできないか。解決策としては、障がいのある人を優先的に、順番を飛ばして

もらう。例えばファストパスとかよく海外であるのですが、こういうことを配慮いただけると、

ありがたいという意見がありました。ただ、他にお待ちの方も、皆さん高齢だったり色々お急ぎ

の方も多い中で、我々が障がいだけで優先されていいものかどうかっていうのは、議論の余地が

あると思いますが、親の希望としては、なんとかそういう待ち時間の辛さを解消していただけな

いかという希望があるということで、申し述べたいと思います。 

 

会長：ここの意見に関しては、承りましたということにさせて頂ければと思います。 

 

 

その他、事務局より、11 月 30 日（木）に開催する、合同部会講演会及び、障害者週間にあわせ

て 12月 20 日（水）から 26 日（火）まで開催する障がい者アート展について案内があった。 
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部会活動報告 

 

・第２回こども部会 

・第２回地域生活支援部会 

・第２回権利擁護部会 

・第２回就労支援部会 
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部会活動報告               

部会名 令和５年度 第２回こども部会             ＊作業部会（無） 

日 時 令和５年 11 月６日（月）午後２時～午後４時     会場及びオンライン 

 

■報告事項 

① 

議 題 第２回自立支援協議会の報告 

協 議 

内 容 

第２回自立支援協議会で報告した内容について振り返りを行った。 

（主な意見）特になし 

協 議 

結 果 

■審議終了  □継続審議   

□自立支援協議会へ（報告・審議） □その他（         ） 

② 

議 題 第１回こども部会の振り返り 

協 議 

内 容 

第１回こども部会の協議内容について振り返りを行い、事務局から医療的ケ

ア児の基礎調査結果について報告した。 

（主な意見）特になし 

協 議 

結 果 

■審議終了  □継続審議   

□自立支援協議会へ（報告・審議） □その他（         ） 

③ 

議 題 医ケア児・きょうだい児やその家族について 

協 議 

内 容 

こども部会の中で見識を深めるために、委員の経験をもとにお話頂いた。 

①医療的ケア児やその家族について 

②きょうだい児やその家族について 

 

（主な意見・質疑応答） 

・ほかの家族とのコミュニケーションについて、どこでどのようなつながりが

生まれるのか。 

→主に保育園・民間デイサービス・発達センターの保護者会や参観日やイベン

トで情報交換をする。当事者の家族同士の場合は、グループラインを使って情

報交換やコミュニケーションをとる。 

しかし全体的にコミュニケーション手段は限られていて、障がいの特性上あ

まり周りに知られたくない情報もあるので、困っていることをすべて解決で

きるような現状ではない。 

・学校でも、親御さんから当事者だけでなく、きょうだい児についても気にか

けることが大切という意見を耳にするので、今回のお話も勉強になった。 

・一つの事例として、広報誌に当事者の子どもが載ることになったときに、き

ょうだい児が抵抗感を示したことがあった。 

・事業所として当事者以外の家族（親・きょうだい）が参加できるイベントを

開催している。造形ワークショップなどでは、家族の中でそれぞれの良さや知

らなかった面などを、再認識する機会となっている。 

様々な状態の子どもがいるが、地域の中で医ケア児のことについて市民に知

ってもらうことが大切だと思う。 

・きょうだい児が安心して話し合える場所とは、現状どのような場所がいえる
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か。 

→人それぞれ知られたくないこともあるので、一概には言えないが、一つの例

として同じ境遇の人が作った「きょうだい児の会」があるのではないか。 

・話を共有することに抵抗を持つ人もいるので、場所だけ作っても人は集まら

ないと思う。 

・イベントの継続的な開催などで、話し合える人が増えていって初めて「居場

所」というものになっていくと思う。 

・医ケア児の家族についての発表にあった「困っていても助けを求めるのが難

しい」ということについて、具体的に聞きたい。 

→①医ケア児といっても状態は様々で、問題を共有してもちゃんと理解して

もらえないことがある。 

 ②困っていることを言語化することが難しく、それぞれの人に合わせて、わ

かりやすい説明を心掛けるが、窓口など聞き手が属人化する中で、「言うだけ

無駄」という心情に陥ってしまう。 

協 議 

結 果 

■審議終了  □継続審議   

□自立支援協議会へ（報告・審議） □その他（         ） 

④ 

議 題 こどもの暮らし（居場所）について 

協 議 

内 容 

こどもの暮らし（居場所）について委員それぞれの立場から意見をもらっ

た。 

（主な意見） 

①不登校や引きこもりのこどもに関すること 

・理由も状況も複雑化・多様化する中、関係機関との連携も含め、一人一人

の状況や気持ちに寄り添った対応が必要である。 

・不登校や引きこもりの理由から、関係機関と連携していくことが大切であ

る。当人の生活を第一に支援を行っていき、担任が変わっても福祉と教育が

連携することで切れ目のない支援を実施することを望んでいる。 

・引きこもりだと会うことが難しく、潜在化しやすいと思う。 

②発達に心配のあるこどもに関すること 

社会に出てから発達障がいに気づいたケースは、本人に情報が不足してい

る。幼少期に発達障がいの情報に触れる機会がないので、成人以降の頼れる

相談先が少ない。 

・「障がい」という言葉を使わない相談会など、誰でも気兼ねなく来ること

のできるイベントを実施することで、早い段階から情報を得る手段を知るこ

とができるのではないか。 

③きょうだい児やヤングケアラーに関すること 

・当事者やその親だけでなく、きょうだい児も参加できるイベントを開催す

ることで、同じ境遇の人とのつながりができたり、家族との意思疎通の場に

なるのではないか。 

・きょうだい児にヤングケアラーの意識がない場合があり、関係機関との連

携・状況把握が困難である。 
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④医療的ケア児やその家族に関すること 

・民間事業者では急な受け入れに対応するための態勢を整えることが難しい

こともあり、整備が進まない現状である。 

・看護職員の採用や人材の育成が課題である。 

・子ども一人一人に看護師がそれぞれ着くような体制ができるとよい。 

・基礎調査から分かった人数をもとに、看護師がどれくらい必要か把握し、

市が医療機関と連携することで、人材の確保が行える仕組みを作ってもらえ

るとよい。 

・医ケア児を受け入れてくれるショートステイが浦安市内にあると、保護者

に何かあったときなどに備えることができ、家族の負担も減らせる。 

⑤その他 

・重い自閉症・行動障がいがある児童はサービスを受けられないことがある

ので、受け入れ先・居場所・ケアも課題になってくる。 

協 議 

結 果 

□審議終了  □継続審議   

■自立支援協議会へ（報告） □その他（         ） 
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部会活動報告 

部会名 令和５年度 第２回地域生活支援部会           ＊作業部会（無） 

日 時 令和５年 10 月 12 日（木） 午後２時～午後４時 会場及びオンライン 

 

■報告事項 

① 

議 題 第１回地域生活支援部会の振り返りと第２回自立支援協議会について 

協 議 

内 容 

令和５年度第２回自立支援協議会及び第１回地域生活支援部会の内容について振

り返りを行った。 

（主な意見）特になし 

協 議 

結 果 

■審議終了  □継続審議   

□自立支援協議会へ（報告・審議） □その他（         ） 

② 

議 題 個別避難計画作成にかかる市の取り組みについて 

協 議 

内 容 

前回の部会で委員から質問のあった事項への回答及び、福祉避難所設置運営マ

ニュアルの修正内容について共有を行った。 

 また、個別避難計画作成のために取り組んでいる市の取り組みについても説明

を行った。 

（主な意見・質疑応答） 

・ワーキンググループのメンバーはどのようになっているか、福祉避難所につい 

て事業所としてどのような体制を作っていればよいのか。 

→ワーキンググループは主に福祉部局の 7 課により構成されている。福祉避難所 

として協定している事業所の取り組みについて、今後実施していく開設訓練の 

結果を受けて、事業所とも福祉避難所としてのノウハウを蓄積していきたい。 

・来月基幹支援センターが主催する連携会議の出席者の想定について伺いたい。 

→福祉避難所開設に係る通所棟を仮の舞台とした机上訓練を行う。 

参加者は民生委員や自治会で防災を担当している方などが出席している。自治 

会によって災害に対する想定の程度の差が大きいため、認識の共有に役立てば 

と考えている。 

・災害については平常時あまり検討しないため、シミュレーションの機会は重要 

である。また、自治会の温度差についても気になるが、市で各自治会に説明を 

行っていてどのように感じるか。 

→地域ごとに温度差は感じている。また、現在、開設訓練に向けて、施設の避難 

マップなどを作っているがこういったものが民間にも生かされるのではないか 

と考えている。 

協 議 

結 果 

□審議終了  ■継続審議   

□自立支援協議会へ（報告・審議） □その他（         ） 

③ 議 題 精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの構築について 
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協 議 

内 容 

事務局より地域包括ケアシステムの概要について説明を行った後、「千葉県精

神障がいにも対応した地域包括ケアシステム構築推進事業」の浦安・市川圏域に

おける受託事業者である（福）サンワークの委員の捕捉。その後、各委員に意見

を求めた。 

 

（主な意見） 

①医療に関すること 

・入院治療が地域（浦安市）でできない。 

・市外の入院先から、退院しても受け入れ先がなく、地域に帰れない。 

・退院しても地域になじめない、孤立化してしまう。 

・医療従事者の精神障がいに対する理解不足がある。 

・病院の設置が難しいのであれば、精神障がいに特化した在宅医療のネットワー 

クづくりが急務だと思っている。 

・団体所属の当事者は既にそれぞれのかかりつけがいる。 

 

②障がい福祉・介護サービスに関すること 

・（防災・福祉避難計画について）福祉サービスを使っていない精神障がいの方を 

どうするか。 

・（同上）手帳を持たず、受給者証と生活保護で生活している方もいる。そのよう 

な方を拾うのは難しい。 

・精神障がいの方は障がい手帳を持ち続けるものでもない。状態が悪くなった時

には福祉ではなく医療が必要になっているケースもある。 

・精神障がいに特化した短期入所のニーズがある（市川市にはある）。 

・緊急の短期入所の利用は、問い合わせを含めて精神障がいの方が多い。受給者 

証のない方もいて、繋がっていない人はまだまだいると感じる。 

 

③住まいに関すること 

・精神障がいに特化した、専門性の高いグループホーム（以下、ＧＨ）に対する 

ニーズは高い。 

・ＧＨの空床は、専門性や家賃などでミスマッチが生じているからではないか。 

・入院先から浦安市に戻りたくても戻れない背景には、精神障がいに特化した機 

関、相談員が不足していることがある。 

・ＧＨを運営する側としても、専門的スキルが必要だと感じる。 

・ＧＨに精神障がいのある方が入居する際、その事業所だけでなく、他の事業所・

機関との連携を図って対応したい。 

 

④社会参加・地域の助け合い・普及啓発に関すること 

・（防災・避難訓練について）地域で避難訓練は行われているが、当事者一人では 

参加できない。できる状態にない。 
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・（地域包括ケアシステムについて）当事者への情報提供はどうするのか疑問に思 

った。 

協 議 

結 果 

□審議終了  ■継続審議   

□自立支援協議会へ（報告・審議） □その他（         ） 
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部会活動報告        

部会名 令和５年度 第２回権利擁護部会             ＊作業部会（有） 

日 時 令和５年 10 月 26 日（木） 午後２時～午後４時  会場及びオンライン 

 

■報告事項 

① 

議 題 第１回権利擁護部会の振り返りと第２回自立支援協議会について 

協 議 

内 容 

事務局より第２回自立支援協議会及び第１回権利擁護部会の内容について振り返

りを行った。 

 

（主な意見・質疑応答） 

・前回の部会にて、市からの通知文に係る視覚障がい者への配慮についてと、東

野パティオの設備について意見を伝えたが、市はどのように考えているか。 

→行政からの通知文については、ご家族やケアマネジャーの方に手伝ってもらい

対応してもらう想定であり、難しい場合には問い合わせをいただければその都

度対応をさせてもらう。 

→東野パティオについては、手すりを便器に取付け、視覚障がいの方等もより不

都合なく、トイレを活用できるようにする。 

・障がい福祉課からの通知文は目印がついており、わかるようになっているが、

他の部署については目印がないため、この部分の対応を検討いただきたい。ま

た、施設的な問題はパティオだけでないため、他の施設についても検討をお願

いしたい。 

→施設の構造的な問題も理解しているが予算的な問題もあるため、段階的に整備

を行っていく。 

・他の行政施設についてもトイレの話があったが、それについてもどのようにな

っているか。 

→他の施設について、手すりのあるトイレはあるが全部ではない。どこまで整備

を行っていくかの検討は必要である。 

・合理的配慮について事例を積み上げていくことは大事であり、行政施設のトイ

レについての話等も積み重ねていき、周知を図っていくことが必要である。 

協 議 

結 果 

■審議終了  □継続審議   

□自立支援協議会へ（報告・審議） □その他（         ） 

② 

議 題 8050 問題について【グループワーク】 

協 議 

内 容 

弁護士の委員より、8050 問題における個人情報の考え方について下記の通り説明

をいただいた。 

・近所の方の情報を把握することについては道義的責任及び法的責任がある。道

義的責任は社会的な慣習や心情などから形成されるものであるが、今回は法的責

任について簡潔に説明を行う。 
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法的責任は刑事的責任と司法的責任がある。刑事的責任は名誉棄損罪などがあ

るが、要件が難しく、悪意の伴う行為でなければこれにあたることは少ない。 

司法上の責任については、精神的苦痛を受けたなどによる慰謝料請求等が考え

られる。例えば障がい者・高齢者虐待にあたるような事例であれば通報義務があ

るため、責任は生じないと考えられる。 

虐待かどうか疑わしい場合には、言われた側の精神的苦痛と、言った側の社会

的相当性・合理的必要性により決まる。この時に悪意があれば合理性、相当性は

否定される。伝える内容として、問題のある家庭を発見した時に、伝えるべき必

要性があれば合理的必要性は認められるのではないか。 

また、慰謝料請求については裁判を経て決まることとなるため、言われたこと

で責任が生じうるものではない。相手が嫌がるようなことはすべきではないが、

今般の内容としては問題がない場合があると考えられる。 

 

（上記説明に対する主な意見・質疑応答） 

・8050 問題については経済力のある親へ当事者の経済的な依存度は非常に強い

と考えられるが、この議論を行うにあたっては、どこまでが許容されるという

考え方で議論を行うのか、経済的な問題についても踏まえた議論をするのか。 

→サブリーダー：50 側が 80 側への経済的依存が強い家庭が多いことが昨年度の

調査でもわかっている。この問題については経済的な問題を抱える世帯が多い

という前提で協議を進めている。 

→経済的な問題についても検討するという前提か。こういった会議について障が

い者への配慮が欠けていると感じる場面が多いため、今後の改善を要望する。 

・先ほどの説明の中で名誉棄損の話があったが、該当する世帯が隠しておきたい

と考えていた場合に名誉棄損に当てはまる場合はあるのか。 

→情報を共有することに社会的な必要性が認められれば、刑事的責任を問われる

リスクは高くないと考えられる。 

 

■グループワーク 

事務局の説明の後、３グループに分かれ協議を行った。各グループの発表内容

は以下のとおり。 

 

A グループ 

8050 問題への各家庭への介入について 

・行政の各部署の連携が重要である 

・市川保健所の巡回相談につなぐのも有効ではないか 

・すぐに解決できなくてもつながり続ける支援を行う 

・発見したら相談窓口の提供を行う 

親亡き後に対する不安について 

・精神障がいの方は他者に言いにくく、隠すケースが多い 
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・緊急時の連絡先を親が亡くなる前に作っておく 

・資産に係る重要な情報をノートなどにまとめておく 

 

B グループ 

8050 問題への各家庭への介入について 

・当事者が発信しにくく、何をもとめているかはわかりにくい 

・世間体などにより周囲に言えない方も多い 

・SOS を拾えるように発信し続けることが重要である 

・人とのつながりが重要である 

・障がい者週間は情報発信のための重要な機会である 

 

C グループ 

8050 問題への各家庭への介入について 

・初期の繋がり先が情報収集できることが望ましい 

・80 側は包括により様々な方法で介入できるが、50 側は本人が助けを求めてい

ないと介入が難しい 

・本人にとって相談しやすい人がいると支援に繋がりやすい 

親亡き後に対する不安について 

・聴覚障がいの方が住めるようなＧＨを要望したい 

・知的障がいの団体は特に不安を持っており、ＧＨや障害年金の管理については

しっかり検討をしている世帯は多い 

その他 

・自宅の他に気軽に相談できる場が拡充するとよい 

協 議 

結 果 

□審議終了  ■継続審議   

□自立支援協議会へ（報告・審議） □その他（         ） 

③ 

議 題 障害者差別解消法の改正に係る取り組みについて 

協 議 

内 容 

事務局より障害者差別解消法の改正に係る周知の取り組み予定について説

明を行った。 

（主な意見） 

・市のイベントにおいても情報保障がしっかりと行われることを期待する。 

・病院の対応で合理的配慮について疑問があるため、医療機関への周知も行っ 

てほしい。 

・ポスターの掲示先として、バスなどの交通機関に掲示できるとより多くの方の 

目に留まるのではないか。 

・今後作成するチラシやポスターには合理的配慮の相談先等の、事業者を助け 

る情報も必要ではないか。 

・合理的配慮の事例について、事業者に紹介できる機会を設けられると周知に役

立つのではないか。 
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協 議 

結 果 

□審議終了  ■継続審議   

□自立支援協議会へ（報告・審議） □その他（         ） 
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部会活動報告 

部会名 令和５年度 第２回就労支援部会             ＊作業部会（無） 

日 時 令和５年 10 月 30 日（月） 午後２時～午後４時   会場及びオンライン 

 

■報告事項 

① 

議 題 第２回自立支援協議会及び、第１回就労支援部会の振り返りについて 

協 議 

内 容 

 リーダーより、第２回自立支援協議会及び、第１回就労支援部会の内容につ

いて、説明があった。 

（主な意見）特になし 

協 議 

結 果 

■審議終了  □継続審議   

□自立支援協議会へ（報告・審議） □その他（         ） 

② 

議 題 浦安はたらく場福祉マップについて 

協 議 

内 容 

 事務局より、浦安はたらく場福祉マップについて概要を説明し、各委員か

ら意見を伺った。 

（主な意見） 

・各事業所情報が、写真付きで非常にわかりやすい。 

・市ホームページでの公開だけではなく、冊子で配布するともっといいと感

じた。（複数意見） 

※制作時、情報の更新があるため一般向けには HP 公開、事業所はクリアフォルダで持ち、更

新されたページを差し替える方式を想定していた。 

・障がいのある方に、各就労系福祉サービス事業所の説明をする際に、本誌の

フローチャートがわかりやすく、助かっている。 

協 議 

結 果 

■審議終了  □継続審議   

□自立支援協議会へ（報告・審議） □その他（         ） 

③ 

議 題 就労の現状について（グループワーク） 

協 議 

内 容 

 事務局より協議内容を説明し、グループワーク後、各グループより協議結果

を発表した。 

（主な意見） 

・通所事業所が多く、在宅就労がもっとあるといいと感じた。 

・在宅就労も細分化することで、業務が増えると思う。 

・昔に比べると就労継続支援Ｂ型事業所が増えたため、就労に関する選択肢が

増えた。 

・人手不足に悩んでいる個人事業主がいるが、障がい者雇用のことを知らない

ため、そこを繋ぐことができればいいと感じた。 

・福祉サービス事業所の通所が目標ではなく、そこからステップアップするこ

とが大事である。ステップアップするにも個人ごとに課題が異なるため、それ

ぞれに合った支援が必要であるが、浦安市にはまだ支援の種類が不足してい
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ると思う。 

・就労ニーズに合う事業所がもっと増えるといいと感じた。 

協 議 

結 果 

□審議終了  ■継続審議   

■自立支援協議会へ（報告・審議） □その他（         ） 

④ 

議 題 重度障がい者の就労について（グループワーク） 

協 議 

内 容 

 事務局より協議内容を説明し、グループワーク後、各グループより協議結果

を発表した。 

（主な意見） 

・就労継続支援Ａ型事業所の就労形態を緩和（週２日勤務等）し、就労に対

するハードルを下げると働きやすくなるのではないか。 

・在宅勤務＝パソコン作業のイメージがあるが、パソコン作業はスキルや設

備が必要で、知的の方等は難しいため、在宅勤務の仕事の幅が広がるとより

良い。 

・福祉的就労と一般就労との併用を上手に利用することで、徐々に一般就労

に近づくことができればいい。 

・短時間就労が導入されたことで、働きやすくなった半面、短時間就労に慣

れてしまい、就労意欲が低下しないように支援することが課題である。 

・一般企業に、重度の障がいのある方について知ってもらうことが大事では

ないか。 

・就労者の介助者の人材不足がある。 

・高次脳機能障がいのある方への支援が不足していると感じた。 

・ハローワークでは手話通訳者を雇用することで、耳が聞こえない方への就

労サポートを実施している。 

・各制度のはざまにいる方に対する支援を行政が行うことで、働きやすくな

る。 

協 議 

結 果 

□審議終了  ■継続審議   

■自立支援協議会へ（報告・審議） □その他（         ） 

⑤ 

議 題 その他 

協 議 

内 容 

 事務局より、合同部会について、案内した。 

協 議 

結 果 

■審議終了  □継続審議   

□自立支援協議会へ（報告・審議） □その他（         ） 

 



令和５年度浦安市⾃⽴⽀援協議会合同部会

アート と ケア

〜豊かな時間を⽣み出す 取り組み〜

会場

一見、かけ離れていると思われがちなアートと障がいのある人との関わりが

注目をされています。アートとケアの関係、表現の場があることで障がいの

ある人もケアする人も 心豊かになる時間を、事例を通じてお話します。

浦安市役所４階 会議室 S２・３・４

（浦安市猫実１-１-１）

令和５年１１月 30 日（木）

午後２時から午後３時３０分

（講演時間は約 90 分を予定）

必要事項（氏名、ふりがな、連絡先、参加人数）

を記載の上、電話・FAX・メールで障がい事業課へ

千葉県障害者芸術文化活動支援センター

「千葉アール・ブリュットセンター うみのもり」センター長

こまちだ たまお 氏

講演

日時

令和５年度浦安市⾃⽴⽀援協議会合同部会

アート と ケア

～豊かな時間を生み出す 取り組み～

申込

定員 20 名（先着順）

お問い合わせ：浦安市福祉部障がい事業課

電話：047-712-6397 FAX：047-355-1294

メールアドレス：shougaijigyou@city.urayasu.lg.jp

入場無料

手話通訳・要約筆記つき講演会



お問い合わせ

令和 5 年

浦安市役所 1 階 市民ホール
会場内は写真撮影可となっております。但し撮影した写真をインターネットや
SNSにアップロードする行為は禁止といたします。
その他の注意事項は浦安市ホームページをご覧ください。

12月20日

浦安市障がい事業課 TEL  047-712-6397   FAX 047-355-1294
E-MAIL shougaijigyou@city.urayasu.lg.jp〒279-8501 浦安市猫実 1-1-1

～水 12月26日 火

注意
事項

会場

12月3日から12月9日は障がい者週間です。

20232023202320232023202320232023202320232023202320232023202320232023202320232023202320232023202320232023

障がい者
     アート展
障がい者障がい者障がい者障がい者障がい者障がい者障がい者障がい者障がい者障がい者障がい者障がい者障がい者障がい者障がい者障がい者障がい者障がい者障がい者障がい者障がい者障がい者障がい者障がい者障がい者障がい者障がい者障がい者障がい者障がい者障がい者障がい者障がい者障がい者

浦安市

開催
期間


